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一般質問一般質問

◆ 

市
立
病
院
の
整
備
と
市
立
本
吉
病
院
の

機
能
再
生
を

◆ 
応
急
仮
設
住
宅
の
冬
対
策
と
周
辺
整
備

対
策
を

村上進（公）

問　
震
災
発
生
後
、
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
市
民
の
生
命

を
守
っ
て
き
た
市
立
病
院
の

整
備
と
、
被
災
し
な
が
ら
も

本
吉
地
域
住
民
を
守
り
抜
い

た
市
立
本
吉
病
院
の
再
生
そ

し
て
今
後
の
医
療
連
携
を
伺

い
ま
す
。

答　
今
回
病
院
機
能
に
甚
大

な
被
害
が
な
く
、
気
仙
沼
医

療
圏
の
災
害
救
急
医
療
を
全

面
的
に
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
災

害
拠
点
病
院
の
必
要
性
が
一

層
高
ま
り
ま
し
た
。
市
立
病

院
に
つ
い
て
は
、
築
47
年
の

建
物
で
も
あ
り
移
転
新
築
し

機
能
充
実
と
安
全
性
の
確
保

を
図
り
、
建
設
の
前
倒
し
も

検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
市
立

本
吉
病
院
は
10
月
1
日
か
ら

常
勤
医
が
着
任
、
も
う
1
名

も
※

P
C
A
T
の
長
期
支
援

が
決
ま
り
2
名
体
制
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
被
災
し
た

◆ 

東
日
本
大
震
災
発
生
に
伴
う
諸
課
題
は

◆ 

教
育
の
課
題
は

小山　和葊

問　
県
道
大
島
浪
板
線
の
計

画
変
更
に
よ
る
関
係
住
民
へ

の
ケ
ア
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答　
道
路
計
画
立
案
状
況
の

適
切
な
情
報
提
供
が
重
要
で

す
。
早
期
に
ル
ー
ト
説
明
会

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
、
県
と

協
調
し
不
安
解
消
の
た
め
、

相
談
や
情
報
提
供
を
い
た
し

ま
す
。

問　
共
徳
丸
を
震
災
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
に
す
る
是
非
を
市
民

に
問
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

答　
第
18
共
徳
丸
を
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
に
す
る
こ
と
を
含
め

た
鎮
魂
の
森
及
び
国
立
震
災

復
興
祈
念
公
園
の
整
備
を
野

田
総
理
と
平
野
復
興
担
当
大

臣
に
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
意
見
を
聞

き
理
解
を
得
た
上
で
国
に
よ

る
整
備
実
現
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆ 

震
災
復
興
に
係
る
多
目
的
広
場
の
造
成

は
◆ 
市
立
本
吉
病
院
の
医
療
体
制
は

三浦　由喜

問　
高
台
等
へ
の
住
宅
地
の

確
保
と
造
成
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。
加
工
場

等
団
地
の
高
台
移
転
に
つ
い

て
、
用
地
の
確
保
と
造
成
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。
調
査
中
の
水
産
加
工
団

地
造
成
候
補
地
5
ヵ
所
の
場

所
は
ど
こ
で
す
か
。

答　
リ
ア
ス
式
海
岸
特
有
の

地
形
の
制
約
が
あ
り
、
住
宅

◆ 

災
害
派
遣
の
実
績
と
評
価

◆ 

自
治
区
長
の
選
任
を

戸羽　芳文

問　
震
災
発
生
か
ら
こ
れ
ま

で
の
半
年
間
、
各
方
面
か
ら

い
た
だ
い
た
人
的
支
援
の
実

態
を
把
握
し
、
感
謝
の
気
持

ち
と
と
も
に
記
録
と
し
て
後

世
に
残
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。
当
局
の
実
態
把
握
と
評

価
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
自
衛
隊
6
万
人
、
消
防

4
0
0
0
人
、
警
察
4
万

2
0
0
0
人
の
派
遣
を
い

か
。
ま
た
、
今
後
の
在
宅
医

療
へ
の
対
応
を
含
め
、
診
療

体
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。
さ
ら
に
、
医
師

確
保
の
要
請
書
を
提
出
し
た

6
団
体
に
対
し
、
経
過
等
説

明
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

答　
10
月
1
日
か
ら
常
勤
医

師
1
名
の
他
に
、
長
期
支
援

医
師
1
名
の
申
し
出
が
あ

り
、
当
面
医
師
2
名
体
制
に

よ
り
診
療
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
着
任
予
定
の
医

師
は
、
在
宅
医
療
に
も
強
い

意
欲
を
示
し
て
お
ら
れ
ま
す

の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
要
請
書
を
提
出
い
た

だ
い
た
6
団
体
に
は
、今
後
、

早
い
時
期
に
着
任
医
師
の
紹

介
を
兼
ね
て
説
明
の
機
会
を

設
け
て
い
き
ま
す
。

問　
菅
原
市
政
が
誕
生
し
て

一
年
半
に
な
ろ
う
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
唐
桑

自
治
区
の
ト
ッ
プ
が
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
早
期
に

こ
の
問
題
を
決
着
さ
せ
る
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の

明
確
な
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
復
興
の
取
り
組
み
を
急

ぐ
時
期
に
、
こ
れ
以
上
地
域

自
治
区
長
の
選
任
を
遅
ら
せ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
考

え
、
検
討
し
た
結
果
、
今
回

の
震
災
に
お
い
て
、
唐
桑
地

域
自
治
区
長
に
か
わ
り
災
害

対
策
唐
桑
支
部
長
と
し
て
総

合
支
所
の
職
員
の
先
頭
に
立

ち
、
復
旧
等
の
対
応
に
尽
く

し
た
千
葉
正
光
総
合
支
所
次

長
が
適
任
と
判
断
し
、
十
月

一
日
か
ら
唐
桑
地
域
自
治
区

長
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
だ
き
、
救
助
、
捜
索
、
消

火
活
動
な
ど
に
当
た
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
給
水
、

給
食
、
入
浴
な
ど
の
生
活
支

援
に
も
力
を
注
い
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
及
び

各
自
治
体
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
延
べ
3
万
8
0
0
0
人

の
方
々
に
市
役
所
各
組
織
で

の
業
務
支
援
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
を
含
め
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
混
乱
の
中
で
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
復
旧
や
被
災
者
支
援

を
行
い
な
が
ら
、
現
在
の
状

況
ま
で
至
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
自
衛
隊
、
消
防
、
警

察
、
国
及
び
各
自
治
体
か
ら

の
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
極

め
て
大
き
い
も
の
と
評
価
し

て
お
り
ま
す
。

※ PCAT　
日本プライマリ・ケア連合学会東日本大震災支援プロジェクトの略称で災害急性期を基本とした医療支援や
亜急性期から慢性期にかけての長期の医療・保健支援を行っている。

野田首相、平野復興相へ要望を行った
（9月10日、サンマリン気仙沼ホテル観洋にて）

医
療
機
器
等
は
整
備
・
復
旧

し
て
い
き
ま
す
。
本
圏
域
は

県
最
北
部
に
位
置
し
地
域
完

結
医
療
の
構
築
の
為
、
I
T

を
利
用
し
た
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
医
療
連
携
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
安
全
安
心
な
地
域

医
療
の
復
興
を
目
指
し
ま

す
。

問　
応
急
仮
設
住
宅
入
居
後

の
最
初
の
冬
に
備
え
た
寒
さ

対
策
、
周
辺
道
路
の
凍
結
防

止
そ
し
て
高
齢
者
等
見
守
り

ケ
ア
体
制
を
伺
い
ま
す
。

答　
当
地
方
の
応
急
仮
設
住

宅
は
断
熱
材
が
入
っ
た
寒
冷

地
仕
様
で
あ
り
、
住
宅
の
不

具
合
等
に
は
個
別
に
対
応
し

ま
す
。
周
辺
道
路
の
凍
結
等

は
調
査
し
対
応
し
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
は
調

査
し
早
急
に
対
応
し
ま
す
。

「
見
守
り
ケ
ア
」
体
制
は
保
健

問　
大
震
災
か
ら
の
復
旧
、

復
興
を
進
め
、
気
仙
沼
の
経

済
再
生
を
図
る
た
め
、
9
月

末
に
気
仙
沼
市
復
興
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
す
。
究
極
に
は

市
民
の
幸
せ
を
願
う
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

市
長
は
ど
の
よ
う
な
覚
悟
を

持
っ
て
こ
の
計
画
を
進
め
ま

す
か
。

答　
市
民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔

で
、
こ
の
気
仙
沼
に
こ
れ
ま

で
以
上
の
良
い
環
境
を
も
っ

て
住
ま
わ
れ
る
こ
と
に
、
全

身
全
霊
で
あ
た
り
ま
す
。

問　
学
校
統
廃
合
と
学
区
再

編
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
で
す
か
。

答　
義
務
教
育
環
境
検
討
委

員
会
か
ら
、
南
気
仙
沼
小
と

気
仙
沼
小
を
統
合
す
る
な
ど

の
内
容
の
提
言
書
が
9
月
中

に
市
長
及
び
教
育
長
へ
提
出

さ
れ
る
予
定
で
す
。
保
護
者

な
ど
の
理
解
を
得
た
上
で
早

期
に
結
論
を
出
し
ま
す
。

師
等
の
巡
回
訪
問
、
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
関
係

機
関
と
連
携
し
見
守
り
・
支

援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

候
補
地
の
選
定
は
難
し
い
面

も
あ
り
ま
す
が
、
対
象
と
な

る
土
地
の
所
有
者
の
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
地
区
の
方
々

と
進
め
ま
す
。
工
業
用
地
の

整
備
造
成
は
急
務
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
移
転
用
地
造
成
に

係
る
国
の
助
成
制
度
な
ど
の

創
設
に
つ
い
て
要
望
し
な
が

ら
、
候
補
地
の
選
定
、
造
成

の
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
調
査
中
の
造

成
候
補
地
3
ヵ
所
は
、
本
吉

町
の
深
萩
、
漆
原
、
坊
の
倉

で
あ
り
、
2
ヵ
所
は
旧
気
仙

沼
市
の
赤
岩
港
の
水
産
加
工

団
地
の
周
辺
と
、
水
梨
地
区

の
周
辺
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

問　
本
吉
病
院
は
、
被
災
前

の
よ
う
に
常
勤
医
師
2
名
の

体
制
を
確
保
で
き
る
の
で
す


